






はじめに 

磐田市水道事業は、平成 17年 4月 1日の市町村合併（磐田市、福田町、竜洋町、豊田町
豊岡村）に伴い、各旧市町村水道事業の事業統合を行い、現在に至っています。同統合は、

水道事業の変更認可用件がない条件で、それぞれの水道事業計画の水需要計画、施設整備

計画、財政計画の合算を基本としたものであり、令和５年３月時点で、普及率は 99.8％と
なりました。しかし、創設以来半世紀が過ぎ、施設の老朽化が進む中で、維持管理や水質

管理が多様化すると同時に、豊富な経験を有する熟練技術者の減少が進み、後世への多く

の課題が山積みしています。

 そこで、磐田市水道事業は、「水道ビジョン 平成 16年 6月 厚生労働省」にある安心、
安定、持続、環境の政策目標を基に磐田市水道事業基本計画を策定しました。また、「水道

ビジョン改訂版 平成 20 年 7 月 厚生労働省」にあるアセットマネジメント（資産管理）
を用いた中長期的な視点に立った施設整備のほか、老朽化施設の更新、地震等の災害対策

の強化等具体的な施策や工程を明示した「磐田市地域水道ビジョン」を平成 22年 3月に策
定（平成 29年３月再策定）し、「安心」「安定」などの主要施策課題を念頭に置き目指すべ
き「市民と環境を支え続ける水道」を追求しています。

 磐田市水道事業では、ビジョンで掲げた施策目標の一つである「安全で快適な水道」を

達成するため、厚生労働省が示した「水安全計画策定ガイドライン」に基づき「磐田市水

安全計画」を策定しました。

 磐田市水道事業は、本計画を適切に運用し、水源から給水栓までの危害を抽出・特定し、

それらを継続的に監視・制御し、安全、安心で良質な水を継続的に供給していきます。

1



2



3



4



5



6



7



8



9



10



11



12



13



14



15



16



17



18



19



20



21



22



23



24



25



26



27



28



29



30



31



32



33














